













─アメリカ連邦取引委員会 vs. OMICS 事件を 
契機として─








（ 1 ）　サーチエンジンや e メールの Google、デジタルデバイスの Apple、SNS の






























































（ 5 ）　ゲデラの簡潔な略歴については、2017年 8 月29日付けの Bloomberg Business-
week が伝えている「医学雑誌がフェイクニュースの問題を抱えている」（Medical 
Journals Have a Fake News Problem）と題する記事に比較的に詳しく書かれてい



















現在の Omics International に改めている）。2008年 4 月、ゲデラ自身が『プ
ロテオミクス・生命情報科学雑誌』（Journal of Proteomics and Bioinformat-
ics）に最初の投稿をし、事業がスタートした。それ以来事業は拡大の一途
をたどり、インターネット OA 出版の大手にのし上がり、2016年にはカナ







（ 6 ）　OMICS グループが本拠をおくインドのテランガーナ州の州都ハイデラバード
は、近年 IT 産業が発展している。
（ 7 ）　ヴィシャーカパトナムに立地する1926年に創設された公立大学。
（ 8 ）　円換算は目安で、2019年 8 月現在のレート。インド人の平均月収は約15万円、








































802　　早法 95 巻 3 号（2020）
3 ．OMICS 訴訟の展開
3.1　FTC の提訴




























2017年には世界最大の消費者保護 NPO である Consumer Reports の副理事長に転

































論 文 が 平 均 的 に ど れ く ら い 頻 繁 に 引 用 さ れ て い る か を 示 す 尺 度 で、Journal 
Citation Reports （JCR）によって毎年初夏に前年のインパクトファクター値が公表
される。




804　　早法 95 巻 3 号（2020）
サ と す る 宣 伝 を し、1,000ド ル 以 上 の 参 加 登 録 料 金 を 求 め る 研 究 会
（academic conferences）への誘引をも問題としている。FTC は、OMICS
の行うハゲタカ雑誌ビジネスとハゲタカ学会の開催が詐欺的商法を禁止す




























能な損害が発生することを防止する意味がある。（Black’s Law Dictionary, 8 th ed., 
2004, p.800.）















　2018年 5 月 1 日、オルデン・F・アボット（Alden F. Abbott）法務部長
代理（Acting General Counsel）を筆頭署名者とする連邦取引委員会は、ネ
バダ地区連邦地裁あてに「連邦取引委員会からの略式判決申請および付属











































（24）　かつて FTC のスタッフとして公正信用報告法（Fair Credit Reporting Act of 
1970）の下位法令の整備にあたったこともある。アメリカ弁護士会などの消費者金

















　確認できたところによれば、2019年 4 月11日に被告（Conference Series 





　現在も継続中の Federal Trade Commission vs. OMICS Group Inc. 事件
であるが、この訴訟の法的性質について確認しておきたい。連邦取引委員



































































象とされた「レモン市場」（The Market for Lemons）と題する論文は、「考
察が‘平凡’であるとして、経済学のトップジャーナル 2 誌（American 
Economic Review、Review of Economic Studies）にリジェクト」され、Journal 
of Political Economy の（1970年頃の）編集者は「この論文が正しいなら、
現 在 の 経 済 学 は 成 り 立 た な い（If this is correct, economics would be 
different）」とまで酷評したという。ところが、売り手と買い手との間の

































（33）　カレントアウェアネス・ポータル（2019年 6 月24日）は、「2019年 6 月20日、
































（34）　Izet Masic. “Plagiarism in Scientific Research and Publications and Prevent 
It,” Materia Socio Medica: Journal of the Academy of Medical Sciences of Bosnia 
Herzegovina, 26（ 2 ）, pp.141─146 （2014.04）.〈https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/
articles/PMC4035147/〉
（35）　〈https://haklak.com/page_2017_Beall.html〉
（36）　“What I learned from predatory publishers,” Biochemia Med ica 27（ 2 ）, 
pp.273─278 （2017.06）. 〈https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC5493177/〉



































































出版社への警戒」情報管理58巻 2 号（2015）、pp.92─99 〈https://www.jstage.jst.
go.jp/article/johokanri/58/2/58_92/_html/─char/ja〉























































































































ル ゼ ビ ア（Reed─Elsevier）、 ワ イ リ ー・ ブ ラ ッ ク ウ ェ ル（Wiley─
Blackwell）、シュプリンガー（Springer）、テイラー・アンド・フランシス
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有 名 な‘ボ ハ ノ ン の 実 験’ を 記 し て い る。 ジ ョ ン・ ボ ハ ノ ン（John 
Bohannon）
（60）
は、「わ た し は、 過 去10カ 月 の 間 に、（ワ ッ シ ー 医 学 研 究 所










（58）　朝日新聞2019年 5 月 9 日付け朝刊科学欄に掲載された「高騰する論文購読料」
と題する記事によれば、エルゼビアの2018年の売上げは約25億ユーロ、営業利益は













ヴ ェ ア・ エ ッ カ ー ト（Svea Eckert） ら は、 ハ ゲ タ カ 雑 誌（predatory 
journals）もしくは疑似科学雑誌（fake science journals）と目される刊行物
として、 5 大ハゲタカ雑誌刊行企業（Omics Publishing Group（インド）、
















































く な い 批 判 を 浴 び て い る。 彼 は、 現 在 の 生 活 の 中 に 超 自 然 現 象































　初校校正時（2020年 1 月17日）に確認したところ、第 9 巡回区控訴裁判所
に係属している FTC vs. OMICS 訴訟については、ネバダ地区連邦地裁判決
の維持を求める2019年10月11日付けの FTC の80頁の書面
（67）
が控訴裁判所に提
出されている。
（65）　〈https://www.omicsonline.org/about.php〉
（66）　〈https://www.conferenceseries.com/japan─meetings〉
（67）　〈https://www.ftc.gov/system/files/documents/cases/impax_ca5_ftc_brief_
public_2019─1209.pdf〉
